
こ
の
間
無
償
で
貸
与

さ
れ
て
き
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
、
自

費
購
入
に
変
更
す
る
動
き
が

広
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
強
い
懸
念
を
抱
か
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
▼
教
育
は

本
来
、
等
し
く
機
会
が
与
え

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
家

庭
の
経
済
状
況
に
よ
っ
て
学

習
環
境
に
格
差
が
生
ま
れ
る

こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
点

で
、
家
計
を
圧
迫
す
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
は
、
教
育
の
機

会
均
等
と
い
う
原
則
に
真
っ

向
か
ら
反
す
る
も
の
で
す
▼

ま
た
、
私
た
ち
は
本
当
に
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
化

を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
紙
の
教
科
書
や

ノ
ー
ト
に
は
、
書
き
込
み
を

し
た
り
、
辞
書
や
参
考
書
の

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
り
す
る

こ
と
で
生
ま
れ
る
、
独
特
の

学
習
体
験
が
あ
り
ま
す
。
手

で
書
く
こ
と
で
記
憶
が
定
着

す
る
と
い
っ
た
科
学
的
な
研

究
も
多
く
存
在
し
ま
す
▼
タ

ブ
レ
ッ
ト
は
便
利
な
ツ
ー
ル

で
す
が
、
す
べ
て
を
デ
ジ
タ

ル
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
最

善
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
本
当

に
生
徒
の
た
め
に
な
る
教
育

と
は
何
か
、
そ
の
本
質
を
見

失
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
第
一
に

考
え
る
視
点
を
大
切
に
し

て
、
専
門
、
専
任
、
正
規
の

司
書
配
置
や
、
図
書
館
予
算

の
増
額
な
ど
も
同
時
に
語
ら

れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。(

Ｔ
）

人
勧
・
最
賃
大
幅
増
は
運
動
の
成
果
、さ
ら
な
る
引
き
上
げ
を

「
対
話
と
学
び
あ
い
」で
要
求
練
り
上
げ
よ
う

11401140 円円ではでは全く足りない全く足りない
知事意見無視し目安上乗せなく10月18日発効

　

人
事
院
は
８
月
７
日
、
政
府
と
国
会
に
対
し
て
、
国

家
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
勧
告
と
人
事
管
理
に
関
す

る
報
告
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。給
与
に
関
す
る
勧
告
は
、

本
俸
に
つ
い
て
、
公
務
・
民
間
較
差
が
１
万
５
０
１
４

円
（
３
・
62
％
）
あ
る
と
し
、
一
時
金
は
０
・
05
ヶ
月

増
の
年
４
・
65
ヶ
月
と
し
ま
し
た
。
中
高
年
で
昨
年
を

大
き
く
上
回
る
改
定
で
、
３
％
を
超
え
る
の
は
34
年
ぶ

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
人
事
院
勧
告
は
、

昨
年
を
上
回
る
勧
告
で
あ
る

と
同
時
に
、
若
年
層
の
賃
金

改
善
に
重
き
を
置
き
な
が
ら

も
全
世
代
の
俸
給
表
が
引
き

上
げ
ら
れ
、
中
高
年
層
も
昨

年
を
大
き
く
上
回
る
引
き
上

げ
と
な
り
ま
し
た
。
春
闘
で

の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
し

た
た
た
か
い
や
、
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
国
公
・
愛
知
公
務
共

闘
に
結
集
し
て
の
人
事
院
中

部
事
務
局
へ
の
交
渉
、
公
務

員
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求

め
た
三
の
丸
で
の
４
日
間
連

続
宣
伝
行
動
な
ど
、
愛
労
連

に
結
集
し
て
と
り
く
ん
だ
社

会
的
な
賃
金
闘
争
の
成
果
が

あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
自
動
車
等
通
勤
手
当
の

拡
充
な
ど
、
労
働
組
合
が
長

年
訴
え
て
き
た
要
求
が
実
現

し
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
物
価
高
騰
が
続

く
中
、
生
活
改
善
に
は
遠
く

及
ば
な
い
引
き
上
げ
で
す
。

  

昨
年
上
回
る
賃
上
げ
勧
告

　

  

労
働
組
合
の
運
動
の
成
果

　

資
本
金
10
億
円
以
上
か
つ

従
業
員
１
０
０
０
人
以
上
の

労
働
組
合
の
あ
る
企
業
３
９

０
社
の
平
均
妥
結
額
は
１
８

６
２
９
円
、
賃
金
上
昇
率
は

５
・
52
％
と
な
っ
て
お
り
、

国
家
公
務
員
の
平
均
昇
給
率

を
１
％
と
想
定
す
る
と
、
１

ポ
イ
ン
ト
程
度
の
官
民
較
差

が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
状
態

で
す
。
官
民
較
差
の
算
出
比

較
企
業
規
模
は
不
当
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
「
50
人
以
上
」

か
ら
「
１
０
０
人
以
上
」
に

戻
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
国
地

域
の
格
差
な
く
「
１
０
０
０

人
以
上
」
と
す
る
よ
う
に
と

求
め
て
い
き
ま
す
。

　

８
月
19
日
、
愛
労
連
は
、

医
労
連
・
建
交
労
・
生
協
労

連
・
福
祉
保
育
労
と
と
も
に
、

名
古
屋
市
人
事
委
員
会
に
給

与
勧
告
に
対
す
る
要
請
書
を

提
出
し
、「
物
価
高
騰
を
上
回

る
月
例
給
・
一
時
金
の
引
き

上
げ
」「
地
域
手
当
を
基
本
給

に
組
み
入
れ
る
」
な
ど
７
項

目
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
に
は
、愛
労
連
・

公
務
共
闘
会
議
・
自
治
労
連

と
と
も
に
、
愛
知
県
人
事
委

員
会
へ
の
要
請
と
要
請
前
朝

宣
伝
を
三
の
丸
で
お
こ
な
い

ま
し
た
。
給
与
、
教
職
員
処

遇
、
非
正
規
雇
用
、
主
務
教

諭
制
度
、
通
勤
環
境
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
な
ど
多
岐
に

渡
る
項
目
の
改
善
を
求
め
ま

し
た
。

　

愛
労
連
は
全
労
連
の
提
起

に
応
え
、こ
の
秋
、ケ
ア
労
働

者
の
大
幅
賃
上
げ
ア
ク
シ
ョ

ン
に
と
り
く
み
ま
す
。
関
係

単
産
が
共
同
し
地
方
議
会
へ

の
要
請
、記
者
会
見
、宣
伝
等

多
彩
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

未
だ
官
民
較
差
は

　

解
消
さ
れ
て
い
な
い 

　

８
月
21
日
、
愛
知
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
は
、
中
央
最

低
賃
金
審
議
会
の
目
安
額
ど

お
り
の
63
円
の
引
き
上
げ

で
、
最
低
賃
金
を
１
１
４
０

円
と
す
る
答
申
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
物
価
上
昇
に
よ
り

生
活
を
改
善
で
き
な
い
だ
け

で
な
く
、
若
者
が
一
人
暮
ら

し
を
す
る
の
に
必
要
な
最
低

生
計
費
は
１
８
０
０
円
で
あ

り
、
こ
れ
に
ま
っ
た
く
届
か

な
い
も
の
で
す
。
政
府
の
掲

げ
る
２
０
２
０
年
代
に
１
５

０
０
円
に
も
届
き
ま
せ
ん
。

　

愛
労
連
は
抗
議
の
事
務
局

長
談
話
を
出
し
、
三
の
丸
で

再
審
議
を
求
め
る
宣
伝
を
お

こ
な
っ
た
後
、
異
議
申
出
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
異
議
の

申
出
は
合
計
60
件
あ
り
、
９

月
８
日
に
異
議
に
対
し
て
の

審
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

が
、
答
申
通
り
の
１
１
４
０

6363円の円の増額増額でもでも愛知県最低賃金愛知県最低賃金

円
と
さ
れ
ま
し
た
。
発
効
は

10
月
18
日
と
な
り
ま
す
。

　

全
国
で
は
知
事
の
積
極
的

な
引
き
上
げ
を
求
め
る
動
き

も
あ
り
47
地
方
中
39
地
方
審

議
会（
83
％
）で
目
安
額
を
上

回
る
答
申
が
出
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
の
大
村
秀
章
知
事

も
愛
知
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
の
中
山
徳
良
会
長
に
「
物

価
上
昇
を
鑑
み
目
安
以
上
で

の
決
着
が
望
ま
し
い
」
と
コ

メ
ン
ト
を
提
出
。
異
議
申
出

書
だ
け
で
な
く
、
審
議
会
で

労
働
者
委
員
が
知
事
の
意
見

へ
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
が

会
長
は
触
れ
ず
、
労
働
者
委

員
の
提
案
に
も
背
を
向
け
ま

し
た
。

審
議
会
会
長
は
知
事
の

　

コ
メ
ン
ト
に
触
れ
ず 

全
国
で
は
８
割
以
上
が

  

目
安
額
上
回
る 

公
務
・
民
間
一
体
で

　
　

引
き
上
げ
求
め
る 

名
古
屋
市
人
事
委
員
会
へ

要
請

事務局長
談話はこちら

日時　１０月１８日（土）　１1:00 ～ 12:00

場所　名古屋駅桜通口交番前

内容　シールアンケート、スピーチ、ビラ配布など

最賃 1140 円周知と

最賃 1500 円を求める 10.18 街頭宣伝

上乗せ上乗せ 引き上げ後の金額（円）

１８円 熊本1034

１７円 大分1035

１６円 秋田1031

１５円 群馬1063、岩手1031、福島1033

１４円 愛媛1033、長崎1031

１３円 山形1032

１２円 青森1029

１０円 佐賀1030

９円 鳥取1030、鹿児島1026

８円 島根1033

７円 石川1054、宮崎1023、沖縄1023、 
高知1023

６円 福井1053、茨城1074

３円 香川1036、徳島1046

２円
北海道1075、宮城1038、新潟1050、
奈良1051、和歌山1045、広島1085、
岡山1047、福岡1057

１円
栃木1068、千葉1140、兵庫1116、     
三重1087、富山1062、岐阜1065、     
山口1043、山梨1052、京都1122

最低賃金の改定状況
　                     ※４日時点、いずれも時給

※国の審議会が示した引き上げ目安に
上乗せを決めた地方審議会【３９道府県】

テレビ愛知
ニュース

東海テレビ
ニュース

社
会
的
な
賃
金
闘
争
と

　

公
共
の
再
生
を
め
ざ
す 

８月26 日、異議申出書提出前に三の丸にて朝宣伝
10 月18 日の発効日には周知宣伝を名駅で予定

（1） 愛　労　連 No.387 2025年9月10日発行2025 年 10 月号

愛知県労働組合総連合
名古屋市熱田区沢下町 9-7
労働会館東館 3F
TEL052-871-5433
FAX052-871-5618

2025年10月号
発行人  竹内　創
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昨
年
9
月
12
日
、
名
古
屋

高
裁
は
「
労
災
認
定
」
で
の

地
裁
判
決
を
破
棄
し
て
、
東

濃
信
金
の
パ
ワ
ハ
ラ
自
死
事

件
を
労
災
と
認
定
し
、
そ
の

後
、
こ
の
高
裁
判
決
は
確
定

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
損
害

賠
償
事
件
で
は
パ
ワ
ハ
ラ
を

免
罪
す
る
「
不
当
判
決
」
で

あ
っ
た
た
め
、
最
高
裁
に
上

告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
は
最
高
裁
に
対

し
て
、
確
定
し
た
労
災
認
定

判
決
と
同
じ
対
応
を
す
る
よ

う
要
請
し
て
き
ま
し
た
が
、

6
月
13
日
に
最
高
裁
は
、
東

濃
信
用
金
庫
パ
ワ
ハ
ラ
自
死

事
件
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て

不
受
理
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
高
裁
の
損
害
賠
償

で
の
「
不
当
判
決
」
が
確
定

し
、
勝
利
し
た
労
災
裁
判
と

ね
じ
れ
た
内
容
が
確
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

     

こ
の
裁
判
は
、
東
濃
信
金

の
若
い
職
員
が
過
大
な
ノ
ル

マ
設
定
や
上
司
に
よ
る
日
常

的
な「
パ
ワ
ハ
ラ
」等
に
よ
り

精
神
障
害
を
発
病
、そ
の
上
、

金
融
機
関
で
は
考
え
ら
れ
な

い
、あ
り
も
し
な
い
「
横
領
」

と
い
う
暴
言
ま
で
受
け
る
中

で
自
死
し
た
裁
判
で
す
。

　

裁
判
で
は
、
日
常
的
に
支

店
長
が
職
場
内
で
大
声
で

「
横
領
」
な
ど
の
言
葉
を
交

え
な
が
ら
、
指
導
と
は
言
え

な
い
激
し
い
叱
責
を
し
て
い

た
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
、

「（
上
司
の
）
失
敗
全
て
を
押

し
付
け
る
激
烈
な
叱
責
は
、

明
ら
か
に
業
務
上
必
要
か
つ

相
当
な
範
囲
を
超
え
て
い

る
」
と
自
殺
と
の
因
果
関
係

を
認
め
ま
し
た
。し
か
し
、損

害
賠
償
で
は
自
殺
し
た
原
因

は
仕
事
と
は
関
係
な
い
と
す

る
、
ま
っ
た
く
納
得
で
き
な

い
判
決
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
労
災
認

定
裁
判
の
判
決
を
到
達
点
と

し
て
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
過
労
死

を
な
く
す
運
動
を
今
後
も
進

め
て
い
き
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　　　

愛知の
　 味覚
その37

安城梨
　

今
や
ブ
ラ
ン
ド
梨
と

な
っ
た
安
城
梨
は
、
明
治

30
年
頃
信
州
伊
那
谷
か
ら

苗
木
が
持
ち
込
ま
れ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。

　

明
治
用
水
の
開
通
と
気

候
の
適
合
に
よ
り
栽
培
が

普
及
し
、「
日
本
デ
ン
マ
ー

ク
」
と
称
さ
れ
る
農
業
地

帯
の
代
表
品
種
は「
幸
水
」

「
豊
水
」「
新
高
」
な
ど
で
、

最
近
は
糖
度
が
高
い
大
玉

の
「
甘
ひ
び
き
」
や
「
愛

甘
水
」
な
ど
も
登
場
し
て

い
ま
す
。

　

赤
土
と
昼
夜
の
寒
暖

差
が
甘
さ
を
引
き
出
し
、

シ
ャ
リ
感
と
果
汁
の
豊
富

さ
が
魅
力
で
す
。

　

食
べ
頃
は
７
月
下
旬
か

ら
10
月
上
旬
ま
で
、
国
道

１
号
線
と
名
鉄
本
線
を
挟

ん
だ
街
道
界
隈
で
も
露
店

が
見
ら
れ
ま
す
。

「でんまぁと安城中部」
　所在地：愛知県安城市安城町西広畔 1-1
　営業時間：9:00 ～ 18:00　
　定休日：毎週火曜日（祝日の場合はその翌日）

　

９
月
に
な
っ
て
も
猛
暑

日
。
気
象
庁
に
よ
れ
ば
今
年

６
月
は
1.9
度
、
７
月
は
2.5
度

平
均
気
温
よ
り
高
い
夏
で
し

た
。
地
球
温
暖
化
は
、
私
た

ち
の
社
会
と
未
来
を
脅
か
す

喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

化
石
燃
料
の
過
度
な
使
用

が
主
な
原
因
と
な
り
、
世
界

中
で
記
録
的
な
猛

暑
、
豪
雨
に
よ
る

洪
水
、
海
面
上
昇

に
よ
る
国
土
の
消

失
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
を
脅
か
し

て
い
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

削
減
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。「
若
者
気
候
訴

訟
」
は
、
15
～
29
歳
の
若
者

16
人
が
主
な
火
力
発
電
会
社

10
社
に
排
出
削
減
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
労
働
組
合
も
気
候

危
機
に
正
面
か
ら
と
り
く
む

こ
と
が
必
要
で
す
。
憲
法
で

も
保
障
さ
れ
た
労
働
組
合
が

声
を
上
げ
、
そ
の
役
割
を
は

た
す
と
き
で
す
。
太
陽
光
パ

ネ
ル
設
置
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
、
建
物

の
断
熱
改
修
、
事
業
に
お
け

る
排
出
削
減
な
ど
、
職
場
か

ら
具
体
的
な
方
策
を
使
用
者

や
当
局
に
求
め
て
い
く
こ
と

は
労
働
組
合
だ
か
ら
こ
そ
で

き
ま
す
。
同
時
に
、
政
府
や

自
治
体
に
対
し
て
、
気
候
変

動
対
策
の
強
化
を
求
め
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
組
合

は
、
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
シ
フ

ト
の
た
め
の
補
助
金
を
つ
く

ら
せ
、
企
業
に
Ｃ
Ｏ
２

削
減

へ
踏
み
出
さ
せ
る
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
へ
の
投
資

は
、新
た
な
雇
用
を
創
出
し
、

地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
、
気
候
変
動
問

題
を
と
り
く
む
上
で
も
「
対

話
と
学
び
あ
い
」
が
大
切
で

す
。
多
く
の
人
た
ち
が
不
安

を
抱
え
な
が
ら
も
具
体
的
な

一
歩
を
踏
み
出
せ
ず
に
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
気
候
危
機
へ
の
不
安

を
共
有
し
あ
い
、
理
解
を
深

め
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

を
探
求
す
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

若
者
気
候
訴
訟
に
学
ぼ
う

Ｃ
Ｏ
２

削
減
へ
労
組
が
で
き
る
こ
と

裁判所前での支援者
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愛知県弁護士会川合伸子会長（右から
2 番目）らと愛労連西尾議長らがジェン
ダー平等課題で懇談を深めた

栄オアシス 21 で原爆パネル展が開催さ
れ、24 日までの 2 日間で 3000 人が来場
し、被爆者らが平和を訴えた

第 3 回若者気候訴訟勉強会に 70 人が参
加、いまさらだけど訊きたい訴訟につい
てを原告の２人がトークセッションした

平和で住みよい街をめざして交流する第
４１回中村区平和盆踊り大会が稲葉地公
園で開催され約８００人が参加した

みんなのとりくみ
お寄せください

　単産・単組や地域でのとりくみを
写真と簡単な文章でお寄せくださ
い。しめきりは毎月４日までに愛労
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　℡ 052-871-5433( 髙田 ) まで
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レ
バ
カ
レ
の
分
科
会
で
は

「
愛
高
教　

組
織
拡
大
強
化
」と

題
し
て
、
組
織
拡
大
に
つ
い
て

の
交
流
を
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
各
自
の
組
合
拡

大
を
振
り
返
り
、
声
を
か
け
て

加
入
し
て
く
れ
た
組
合
員
が
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
る
か
な
ど
、
組
合
拡
大
の

経
験
や
苦
労
を
交
流
し
、
や
り

取
り
を
深
め
て
い
く
分
科
会
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

レ
バ
カ
レ
に
行
こ
う
♬

「
組
織
拡
大
の
経
験
や
苦
労
を

　

        　

交
流
し
深
め
ま
す
」

10 月 11 日（土）～　　　　　　
13 日（月・休）に
開催されるレイバー　
ユニオンカレッジへの
思いを寄せてもらう　
連載です。

NO.2

愛高教
名南支部
執行委員

山内利恭さん

ト
ヨ
タ
減
益
見
通
し
で
も
純
利
益
２
・
７
兆
円

今
こ
そ
原
価
低
減
の
見
直
し
を

　

日
本
の
自
動
車
産
業
は
、

日
本
経
済
の
屋
台
骨
と
な
っ

て
お
り
、
米
国
へ
の
自
動
車

輸
出
関
税
は
産
業
の
裾
野
が

大
き
い
自
動
車
産
業
に
と
っ

て
、
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま

す
。
相
互
関
税
と
し
て
、
も

と
も
と
乗
用
車
の
場
合
２
・

５
％
の
関
税
で
し
た
が
、
４

月
に
25
％
の
追
加
関
税
が
発

動
さ
れ
ま
し
た
。
27
・
５
％

の
関
税
と
な
り
、
７
月
22
日

に
15
％
へ
の
引
き
下
げ
で
合

意
、
９
月
４
日
大
統
領
令
に

署
名
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
不
平
等
と
指
摘
さ
れ
て

ナ
ス
３
・
２
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

輸
出
台
数
の
減
少
率
よ

り
、
輸
出
金
額
の
減
少
率
の

方
が
だ
い
ぶ
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
日
本
で
の
輸
出
台
数

を
維
持
す
る
た
め
、
関
税
追

加
分
の
自
動
車
代
金
を
低
く

し
て
い
る
の
で
輸
出
金
額
が

い
る
農
産
品
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
追
加
購
入
、
防
衛
装
備
品

の
増
額
と
と
も
に
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
最
終
的
に
投
資

先
を
決
定
す
る
約
80
兆
円
に

及
ぶ
対
米
投
資
な
ど
不
安
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど
自
動

車
メ
ー
カ
ー
は
関
税
の
追
加

分
を
負
担
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
負
担
し
続
け
る

か
ど
う
か
は
不
透
明
で
す
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
利
益
は

減
少
す
る
の
で
、
自
動
車
価

格
、
価
格
転
嫁
な
ど
新
た
な

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

９
月
１
日
に
米
国
関
税
対

策
本
部
で
の
第
７
回
会
議
で

経
済
産
業
省
産
業
局
が
「
米

国
関
税
措
置
の
影
響
と
対

応
」を
提
出
し
て
い
ま
す
。自

動
車
の
対
米
国
輸
出
額
は
４

２
２
１
億
円
で
前
年
同
月
比

マ
イ
ナ
ス
28
・
４
％
と
な
っ

て
お
り
、
約
３
割
輸
出
額
の

減
少
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
規

模
で
す
。
輸
出
数
量
は
マ
イ

トランプ
関税問題

井内尚樹さん

名城大学
経済学部

産業社会学科
教授

　

　

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
、
輸
入
自
動
車
な
ど
に
対

し
て
発
動
し
た
関
税
の
問
題
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど

輸
出
関
連
企
業
が
多
い
愛
知
県
の
産
業
や
中
小
企
業
へ

大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
は
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。地
域
政
策
論
の
専
門
家
で
あ
る
、名
城
大
学
経
済
学

部
教
授
の
井
内
尚
樹
さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
自
動
車
メ
ー

カ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
２

０
２
４
年
度
純
利
益
実
績
か

ら
２
０
２
５
年
度
純
利
益
見

通
し
を
見
る
と
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
は
４
・
８
兆
円
か
ら
２
・

７
兆
円
へ
の
減
少
、
本
田
技

研
工
業
も
８
３
５
８
億
円
か

ら
４
２
０
０
億
円
へ
と
減
少

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
輸
出

額
の
減
少
率
の
高
さ
が
純
利

益
見
通
し
に
反
映
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

自
動
車
メ
ー
カ
ー
ご
と
に

 

資
材
等
高
騰
下
で
も
は
じ
め
か
ら

　

 

原
価
低
減
要
請
続
け
る
ト
ヨ
タ

　

２
０
２
５
年
８
月
７
日
の

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、
異
常

な
資
材
、
人
件
費
等
の
高
騰

下
に
あ
っ
て
も
、
毎
年
、「
良

質
廉
価
、
原
価
低
減
」
を
部

品
生
産
企
業
に
要
請
し
続
け

て
い
ま
す
。
は
じ
め
か
ら
部

品
納
入
に
関
し
て
原
価
低
減

を
約
束
し
て
い
ま
す
。
日
産

の
よ
う
に
「
あ
と
か
ら
」
で

は
な
く
、
は
じ
め
か
ら
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、
去
年

初
め
て
「
２
０
２
５
年
３
月

期
見
通
し
で
『
人
へ
の
投
資
』

で
３
８
０
０
億
円
（
う
ち
仕

入
先
・
販
売
店
３
０
０
０
億

円
）
自
動
車
産
業
全
体
の
魅

力
を
高
め
る
た
め
の
、
仕
入

先
・
販
売
店
の
労
務
負
担
費
、

従
業
員
の
環
境
改
善
な
ど
に

対
す
る
投
資
を
提
起
」
し
ま

し
た
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
長

年
取
引
を
行
っ
て
き
た
部
品

中
小
企
業
経
営
者
は
「
い
ま

ま
で
で
初
め
て
だ
」
と
言
い

ま
し
た
。

対
応
は
違
っ
て
い
ま
す
。
日

産
自
動
車
は
追
浜
、
湘
南
工

場
の
閉
鎖
な
ど
自
動
車
生
産

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
見
直
し

が
続
い
て
お
り
、
自
動
車
部

品
生
産
中
小
企
業
へ
の
生
産

へ
の
影
響
が
今
後
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
く
の
か
不
透
明

で
す
。
日
産
は
公
正
取
引
委

員
会
か
ら
部
品
供
給
企
業
に

あ
と
か
ら
支
払
い
を
カ
ッ
ト

し
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
ま

し
た
。

米国向け自動車輸出数、輸出金額

２
０
２
６
年
３
月
期
第
１
四

半
期
決
算
報
告
で
も
「
米
国

関
税
の
影
響
等
に
よ
り
、
実

績
は
減
益
と
な
る
厳
し
い
外

部
環
境
の
な
か
で
も
、
原
価

改
善
、
改
善
努
力
を
積
み
上

げ
、
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
縮
小

す
る
」方
針
で
す
。厳
し
い
業

績
の
中
で
、
去
年
の
「
人
へ

の
投
資
」
は
第
１
四
半
期
で

は
明
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

新
工
場
建
設
計
画
を
立
ち

上
げ
た
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、

新
し
い
自
動
車
生
産
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
際
、
従
来
の

「
良
質
廉
価
、
原
価
低
減
」

か
ら
厳
し
い
外
部
環
境
を
踏

ま
え
た
、
部
品
生
産
体
制
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
、
ト
ヨ
タ
の
動
向
が
県

内
労
働
者
の
賃
上
げ
に
多
大

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
こ
れ

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
内
部

留
保
の
活
用
も
含
め
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し

て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

関
税
負
担
分
代
金
を

 

下
げ
て
輸
出
額
減
少
か

 

人
へ
の
投
資

　

 

今
期
は
明
示
さ
れ
ず

　

株
式
会
社
「
恵
」
が
運
営

し
て
い
た
障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
、
食
材
費
の
過
大

徴
収
に
よ
る
経
済
的
虐
待

や
、
国
の
補
助
金
の
不
正
請

求
等
が
問
題
と
な
り
、
全
国

１
０
０
カ
所
以
上
の
事
業
所

が
医
療
・
介
護
事
業
会
社
「
ビ

オ
ネ
ス
ト
」
の
グ
ル
ー
プ
会

社
「
イ
ノ
ベ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」

へ
一
括
譲
渡
さ
れ
半
年
が
経

過
し
、
現
状
が
新
聞
で
も
大

き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

対話と学びあいで 
仲間を増やして改善めざす

福祉保育労イノベルあいち分会

　

福
祉
保
育
労
イ
ノ
ベ
ル
あ
い
ち
分
会
は
、
株
式
会
社

「
恵
」か
ら
事
業
を
譲
渡
さ
れ
た「
イ
ノ
ベ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」

が
運
営
す
る
障
害
者
向
け
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
働
く
仲
間

の
労
働
組
合
で
す
。
利
用
者
を
守
り
自
分
た
ち
の
要
求
を

実
現
す
る
た
め
に
は
組
織
拡
大
が
何
よ
り
も
大
切
と
、
声

掛
け
と
対
話
で
奮
闘
し
、
７
月
に
15
人
だ
っ
た
組
合
員
を

40
人
に
増
や
し
ま
し
た
。

　

労
働
者
の
雇
用
確
保
や
利

用
者
の
権
利
を
守
る
こ
と
を

前
提
に
譲
渡
さ
れ
ま
し
た

が
、
さ
っ
そ
く
、
就
業
規
則

な
ど
の
変
更
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

　

就
業
規
則
の
一
方
的
な
変

更
を
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、

労
働
組
合
を
職
場
の
過
半
数

組
織
に
す
る
こ
と
が
重
要
と

学
び
、
一
緒
に
働
く
仲
間
に

対
話
を
進
め
ま
し
た
。
昨
年

７
月
に
は
15
人
だ
っ
た
組
合

員
が
、
９
事
業
所
40
人
に
増

え
、
４
事
業
所
で
は
過
半
数

を
組
織
、
職
場
で
の
対
等
な

交
渉
を
す
す
め
る
力
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

分会会議の様子

 

運
営
会
社
変
わ
っ
て
も

　

 

権
利
を
守
り
た
い

 

社
会
的
な
賃
金
闘
争
と

   

公
共
の
再
生
一
体
で

　

要
求
実
現
の
た
め

    

過
半
数
を
と
奮
闘

「対話と学びあい」で　　　　　
実践交流する３日間
あなたの職場を変えるヒントや
勇気が沸いてくる集会です

レバカレ 2025
労働運動交流集会

全体会のライブ配信が決定！

★参加者が作る７０の　
　分科会も決定！

１０月１１日（土）13:00 ～ 14:00
　トークセッション

　　「『対話と学びあい』を深めるために～　　　
　　　　レバカレで変えたいこと」

１０月１２日（日）11:00 ～ 12:30
　スペシャル・トークセッション

　　「労働組合の未来は誰がつくるか」
 　　ファシリテーター：エレン・Ｄ・フリードマンさん　　　  
 　　　（米国・レイバーノーツ理事長）

１０月１３日（月・休）10:00 ～ 11:30
　トークセッション

　　「労働組合にこそ変える展望がある
 　　　『対話と学びあい』が変える」

レバカレ
ＨＰは　　
こちら

オンライン　　
配信の詳細は　

こちら

愛労連、愛高教、
愛知県医労連、
福祉保育労東海
地本などが分科
会を開催します

財務省「貿易統計（速報値）」2025 年 8 月 28 日公表

　

９
月
６
日
に
透
析
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
碧
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
働
く
労
働
者
で
、「
仁
聖
会

労
働
組
合
」
を
結
成
し
ま
し

た
。
結
成
の
き
っ
か
け
は
職

場
で
の
残
業
代
の
１
時
間
未

満
の
切
り
捨
て
、
有
給
休
暇

　

戦
後
・
被
爆
80
年
の
今

年
、軍
需
産
業
が
集
中
し
、

悲
惨
な
空
襲
体
験
を
持
つ

愛
知
県
で
「
な
く
そ
う
！

日
米
軍
事
同
盟
・
米
軍
基

地
２
０
２
５
年
日
本
平
和

大
会
in
愛
知
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

の
取
得
時
の
嫌
が
ら
せ
、
上

司
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
で
す
。
10
月
中
に
団
体
交

渉
を
で
き
る
よ
う
に
求
め
て

い
き
ま
す
。
今
後
は
西
三
河

労
連
に
も
所
属
し
、
要
求
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　

福
祉
保
育
労
は
、こ
の
間
、

医
労
連
で
は
新
た
な

 

労
働
組
合
が
誕
生

愛
知
県
と
名
古
屋
市
、
厚
労

省
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
所
へ
の
運
営
指
導
の
強

化
を
要
請
し
、
自
治
体
の
関

係
部
署
の
職
員
を
増
や
す
対

応
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

「
社
会
的
な
賃
金
闘
争
」

「
公
共
の
再
生
」
「
対
話
と
学

び
あ
い
」
を
一
体
に
と
り
く

ん
で
き
た
こ
と
が
成
果
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

 ２０２５日本平和大会in愛知 会場：名古屋市内各会場

  10 月　4 日（土）14 時～ 17 時　国際シンポジウム　オンライン　
  10 月 24 日（金）13 時～ 17 時 30 分　フィールドワーク
  10 月 25 日（土） 13 時～ 20 時 30 分 
      開会集会、学びと交流のつどい～愛知から見る平和の今～、  
      青年のつどい「ピースシャウト 2025 in 愛知」
  10 月 26 日（日）   9 時 15 分～ 15 時　
　　 分科会、閉会集会・パレード
　　主催　「なくそう！日米軍事同盟・米軍基地 2025 日本平和大会 in 愛知」実行委員会

大会詳細はこちら　
日本平和大会ＨＰ

輸出金額 輸出数量

（3） （2）No.387 2025年9月10日発行2025 年 10 月号 愛　労　連



　

　

10
月
１
日
～
７
日
は
、
今

年
で
76
回
目
の
全
国
労
働
衛

生
週
間
（
厚
生
労
働
省
）
で

す
。
名
水
労
（
自
治
労
連
名

古
屋
水
道
労
働
組
合
）
は
、

職
場
の
労
働
安
全
衛
生
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

労
安
活
動
の
中
心
を
担
う
名

水
労
副
中
央
執
行
委
員
長
の

松
枝
賢
吾
さ
ん
に
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

　

「
い
っ
て
き
ま
す
・
た
だ

い
ま
と
帰
る
。
こ
の
挨
拶
が

普
通
で
当
た
り
前
に
な
ら
な

い
と
い
け
な
い
」、
松
枝
さ

ん
は
語
り
ま
す
。
松
枝
さ
ん

は
、
過
労
死
し
た
遺
族
の
話

を
聞
く
機
会
が
あ
り
、「
本
当

に
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の

か
」「
死
ぬ
た
め
に
働
く
わ
け

が
な
い
」
と
事
件
へ
の
憤
り

を
感
じ
た
と
言
い
ま
す
。「
条

件
や
仕
事
の
あ
り
方
に
意
見

を
言
え
ば
地
位
が
下
が
る
。

無
理
に
仕
事
を
し
て
体
調
を

崩
す
、
こ
れ
は
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
の
代
名
詞
」「
こ
う
し
た

職
場
環
境
を
是
正
し
て
自
由

に
モ
ノ
が
言
え
る
職
場
に
す

る
た
め
に
は
労
働
組
合
が
必

要
」
と
話
し
ま
す
。

　

当
局
の
管
理
職
と
名
水
労

役
員
か
ら
同
数
の
安
全
衛
生

委
員
を
選
出
し
、
月
に
１
度

「
安
全
衛
生
委
員
会
」を
開
き

発
生
し
て
し
ま
っ
た
事
故
の

予
防
策
の
話
し
合
い
や
職
場

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
毎
年
、
当
局
と
共

催
の
学
習
会
も
行
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
組
合
が
要
求

し
て
い
た
「
空
調
服
」
の
支

給
と
局
用
車
に
「
バ
ッ
ク
モ

ニ
タ
ー
」
の
設
置
が
実
現
し

た
そ
う
で
す
。
最
後
に
「
仲

間
と
一
緒
に
組
合
員
の
労
働

安
全
衛
生
を
守
る
た
め
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

NO.179 自治労連

松枝 賢吾さん
自治労連

（名水労）

「
い
っ
て
き
ま
す
・
た
だ
い
ま
」が

当
た
り
前
に
な
る
よ
う
に

■単産地域代表者会議
9 月 17 日（水）18:30
労働会館本館会議室
■ふたたび戦争をさせないあいち大行動
9 月 21 日（日）13:45
鯱城ホール
■日本母親大会 in 東京
9 月 28 日（日）～ 29（月）12:30
東京国際フォーラム他　　　　　
■名張毒ぶどう酒事件 10 年行動
10 月 4 日（土）12:00
名古屋駅笹島交差点
■愛知共済会ハゼ釣り大会
10 月 12 日（日）8:00
新舞子郷戸広場前海岸　　

クロスワードパズルクロスワードパズル
【解き方】イラストをヒント

に、二重枠の５文字をうま

く並べてできる言葉は？

【前号のクイズの答え】前号 386 号（9 月号）の

クロスワードパズルの答えは「アンタレス（さそ

り座の星）」でした。正解者の中から抽選で下記

の 10 名の方に図書カードをお送りします。

■ヨコのカギ

①　スイッチョと鳴く秋の虫

④　小降りの雨

⑦　赤塚不二夫原作のアニメ

　　『おそ……さん』

⑧　悪かった仲が元に戻ること

⑩　奴隷制をなくしたアメリカ

　　の第 16 代大統領

⑪　数をごまかす、……を読む

⑫　♪静かな静かな……の秋

⑬　屋根をふくのに使った草

⑭　足だけ湯にひたす風呂

⑯　陣中……。お……

⑱　エキスパートとは……家の

　　こと

⑳　利益と損失。……関係

　エッセーのことです　

①　

天
高
く
…
…
肥
ゆ
る
秋

②　

秋
の
祭
礼
、
神
社
の
ほ
う
か
ら

　
　

聞
こ
え
て
き
ま
す
よ

③　

都
会
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
地
方

④　

青
山
剛
昌
作
『
名
探
偵
…
…
』

⑤　

赤
と
ん
ぼ
が
と
ま
る
…
…
の
先

⑥　

対
義
語
は
「
デ
メ
リ
ッ
ト
」

⑨　

ケ
ー
ブ
ル
…
…
。
ベ
ビ
ー
…
…

⑪　

お
尻
か
ら
上
が
る
鉄
棒
の
わ
ざ

⑫　

秋
の
味
覚
の
一
つ

⑮　

水
を
つ
け
て
も
文
字
が
に
じ
ま

　
　

な
い
…
…
の
ペ
ン

⑯　

国
民
の
意
見
。
…
…
を
問
う

⑰　

…
…
物
と
は
、
忘
れ
た
り
落
と

　
　

し
た
り
し
て
無
く
し
た
物

⑲　

秋
に
人
里
近
く
で
鳴
く
野
鳥
。

　
　
「
百
舌
」
と
書
き
ま
す　

■
タ
テ
の
カ
ギ

◆
9
月
号
の
パ
ズ
ル
当
選
者

小
田
川
　
秀
明
（
愛
高
教
）  

大
谷
　
由
美
子
（
名
古
屋
市
職
労
）

加
藤
　
佳
子
　 （
名
古
屋
市
職
労
）

木
村
　
綾
乃
　  （
福
祉
保
育
労
）

小
池
　
美
和
子
（
名
古
屋
市
職
労
）

鳥
居
　
圭
亮
　  （
名
水
労
）  

永
瀬
　
志
穂     （
名
古
屋
市
職
労
）

新
美
　
佳
三
　  （
医
労
連
）

平
原
　
睦
　
　  （
名
水
労
）

與
語
　
遼
　
　  （
福
祉
保
育
労
）

�

（
敬
称
略
）

※ハガキに答え、住所、氏名、組合名と近況か紙面に対する

感想・意見などを記入の上、10 月 5 日までに愛労連クイズ係

（〒 456-0006 名古屋市熱田区沢下町 9-7 労働会館東館 3F 愛

労連宛。メール・FAX 可）まで応募下さい。いただ

いた中から近況や感想・氏名・組合名を紙面で紹介

させていただきます。

こちらからメールが送れます。(post ＠ airoren.gr.jp) →

愛労連新聞最新号はこちらから→

発行日（毎月 10 日）に読めます。

(http://www.airoren.jp/category/news

労
働
組
合
が
平
和
を
め
ざ
す
大
切
さ
訴
え

平
和
を
守
る
こ
と
が
労
働
者
の
権
利
を
守
る
こ
と
に
な
る

の
た
め
に
来
日
し
た
、
ア
メ

リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ

ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
韓
国
の

労
働
組
合
の
代
表
な
ど
計
78

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
日
本
被
団
協
の

濱
住
治
郎
事
務
局
長
が
来

平
和
の
た
め
に

　

世
界
の
労
組
と
連
帯
を

　

８
月
５
日
、
広
島
県
情
報

プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル
で

「
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公

正
な
世
界
を
め
ざ
す
労
働
組

合
国
際
会
議
・United 

As 

One

」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
参
加

場
。
主
催
者
代
表
の
秋
山
正

臣
全
労
連
議
長
は
「
世
界
各

国
で
右
翼
的
勢
力
や
排
外
主

義
が
台
頭
す
る
危
険
な
情
勢

を
打
ち
破
り
、
平
和
と
核
兵

器
廃
絶
実
現
の
た
め
各
国
の

労
働
組
合
の
連
帯
を
強
め
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

巳
／
同　

梅
北
政
義
／
書
記

長　

塚
本
紀
子
／
書
記
次
長

山
森
哲
夫
／
同　

高
木
真
一

■
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

執
行
委
員
長　

北
村
淳
／
副

執
行
委
員
長　

加
藤
真
己
／

同　

平
田
英
友
／
同
書
記
長

　

早
川
雄
一

【
お
詫
び
】
先
月
号
（
３
８
６

号
）
１
面
・
議
長
団
・
松
本

竹
敏
さ
ん
の
所
属
を
誤
っ
て

掲
載
し
て
い
ま
し
た
。
正
し

く
は
中
村
地
域
セ
ン
タ
ー
で

す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
事
を
深
く
お
詫
び

し
訂
正
し
ま
す
。

執
行
委
員
長　

渡
辺
博
子
／

副
執
行
委
員
長　

大
矢
俊
夫

／
同　

加
藤
瑠
美
子
／
同　

吉
良
多
喜
夫
／
同　

渡
辺
義

■
年
金
者
組
合

■
対
話
と
学
び
あ
い
を
通
し

て
、
お
互
い
の
大
変
な
こ
と

勝
ち
と
っ
て
き
た
こ
と
を
学

ん
で
い
け
る
こ
と
は
、
自
分

達
の
組
合
に
と
っ
て
も
い
い

こ
と
だ
し
、
発
信
し
て
い
く

こ
と
で
気
づ
け
る
こ
と
が
改

め
て
わ
か
っ
て
い
き
ま
し

た
。
今
後
も
要
求
実
現
に
向

け
て
進
め
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。（
與
語
遼
・
福
祉
保

育
労
）

■
最
低
賃
金
の
目
安
額
で
、

下
位
ラ
ン
ク
の
ア
ッ
プ
額
が

初
め
て
上
位
ラ
ン
ク
を
上

回
っ
た
。
「
全
国
一
律
」
の

第
一
歩
で
あ
る
。
公
務
員
の

地
域
手
当
も
こ
の
流
れ
が
必

要
。
官
民
一
体
の
賃
上
げ

を
！
（
加
藤
博
一
・
愛
高
教
）

 第９回 健康で働くための東海セミナーinあいち

10 月 18 日（土）13:30 ～ 16:00
　　　　　会場：労働会館本館４階会議室 (Zoom 併用)

 「いのちより大切な仕事などない！　
　   佐戸恵美子さんと”過労死”を考える！」     
パネラー  佐戸恵美子さん（故ＮＨＫ佐戸未和記者の母）

　　　  田巻紘子弁護士（東海労働弁護団事務局長）

              平野竜也さん（岐阜県労連事務局長）

  主催　第９回東海セミナー実行委員会

　

各
国
代
表
か
ら
は
「
平
和

と
は
基
本
的
権
利
が
保
障
さ

れ
た
状
態
で
あ
り
、
労
働
組

合
が
職
場
で
守
っ
て
い
る

物
。
労
働
組
合
が
平
和
構
築

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
べ

き
」「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻

戦後・被爆 80年戦後・被爆 80年
あいち平和のつどいあいち平和のつどい

９月２７日（土）
１1 時～ 17 時３０分

名古屋市公会堂

 ★入場無料★ つどいチラシは 
こちら

へ
の
参
加
を
広
く
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。（
左
図
参
照
）

撃
へ
の
政
府
支
出
に
反
対
す

る
労
働
組
合
の
運
動
の
構
築

に
努
め
た
」「
世
界
の
労
働
者

と
連
帯
し
、
世
界
の
平
和
を

実
現
す
る
」
な
ど
、
労
働
組

合
が
平
和
を
め
ざ
す
重
要
性

が
訴
え
ら
れ
、
核
兵
器
廃
絶

の
た
め
に
世
界
の
労
働
組
合

が
団
結
し
て
共
に
運
動
を
進

め
る
意
思
統
一
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

愛
労
連
は
、
平
和
を
め
ざ

す「
あ
い
ち
平
和
の
つ
ど
い
」

全労連秋山議長や海外代表のみなさんと
愛知など全国からの参加者と意思統一

■
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
を

見
て
久
し
ぶ
り
に
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
に
行
こ
う
と
思
い
ま

し
た
（
愛
甲
美
羽
・
名
水
労
）

■
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
の
活

躍
の
様
子
に
励
ま
さ
れ
ま

す
。（
小
田
川
秀
明
・
愛
高

教
）

国際会議への参加で
広がった知識を
たくさんの人に伝えたい

福祉保育労  かわらまち分会

西川 佳寿さん

　今回は貴重な国際会議に参加する

ことができて、自分の知識がひろが

ったことを感じました。　　　

　保育士として長年働いてきて、日

本は本当に庶民に優しくない国だと

感じていました。しかし海外でも、

軍事に力を入れようと国が動いてい

る時に1番に削られるのは社会保障

でした。そして政府として 1 番怖い

ことは民意が揃い団結することなの

だとも分かりました。　　　　　　

　だからこそ今後も組合という活動

を大切にしていきたいと思いました

し、今回のことを沢山の人に伝えた

いと思いました。

愛　労　連 （4）No.387 2025年9月10日発行2025 年 10 月号


